












自立型下請企業（Independent subcontractor）、価格交渉力（Price negotiation power）、ビジネス
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Value（顧 客 価 値）、Rareness（希 少 性）、Imitability（模 倣可 能 性）、Substitutability（代 替 可 能 性）、
Appropriability（占有可能性）の頭文字をとったものである。
６ 基礎レベルのものが競争相手に模倣されやすいのに対し、固有の戦略は模倣されにくいことを指摘している。
―　　―２８
―　　―２９
７ なお、『ブルー・オーシャン戦略』ではアクション・マトリクスを元に、対象企業の「戦略キャンバス」を描き、
未開拓市場に活路を見出すための戦略について解説しているが、本稿の目的が自立型下請企業の行動分析にあ
るため、そちらについては触れなかった。
８ もっとも、適当な２時点を選び、そのビジネスモデル分析を実施すれば過去との比較は可能である。しかし、
この場合も、ある構成要素ではその２時点の比較によって明確な違いが現れるものもあるが、別の構成要素で
はそれとは異なる２時点を選ばないと違いが出てこないことも考えられる。したがって、アクション・マトリ
クスを利用することの方が過去との比較は行いやすいと言える。
９ 同社の概要は、筆者が執筆分担した（財）北九州産業学術推進機構中小企業支援センター（2004）に基いてい
る。また、今回のビジネスモデルをまとめるに当たり、2006年9月4日に社長の柴田克平氏へのヒアリングを
行った。
10 親企業から支持されたとおりにものを作る下請企業では、そもそも研究開発費を計上すること自体まれである。
このことから、オリオ精機が研究開発費を計上していることは、同社が自立型下請企業であることを大きく特
徴づけているといえる。
